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今月の表紙　北海道伊
だ て

達緑
みどりがおか

丘高校　小
こ

関
せ き

　隼
じゅん

先生

生 徒 と 紡 ぐ

小関　隼先生　教職歴７年。同校に赴
任して３年目。進路指導部。２学年担
任。英語科。

北海道伊達緑丘高校　全日制／普通科／共学／１学年約 140人／ 2017 年度入試合
格実績（現役のみ）国公立大は、小樽商科大、室蘭工業大などに5人が合格。私立大は、
北星学園大、北海学園大、文教大などに延べ 50人が合格。

授業に夢中！
　　　小関先生の英語の授業では、ペアで話したり、
エッセーを書いたりと、絶えず英語を使っているし、し
かも自分の考えを伝える課題が多くて、頭が常にフル
回転しています。いつも50分間があっという間です！
　　　１年生の最初の頃は３～４つの単語をつなげて
話すだけで精いっぱいだったけれど、２年生になった
今では、２文くらいならすらっと話せるようになりまし
た。エッセーもだいぶ書けるようになり、自分でも驚
くほど英語力が上がっていると手応えを感じています。
　　　エッセーは、５分間で平均 50 単語以上は書け
るようになったよね。誰もが話したい、書きたいと思うよ
うなトピックを選び、活動を工夫してきたかいがあったよ。
　　　印象に残っているのは、最初と最後だけ英文が
決まっていて、その間を１人1文ずつ書いて、クラス全
員で物語を完成させた活動です。話をスムーズにつな
げるために前の人までが書いた英文を真剣に読んだし、
どう展開させようかと想像して書くのは楽しかった！
　　　事実や意見だけでなく、ユーモアのあることも
英語で表現できるようになってほしいと思って、この
活動を取り入れたんだ。みんな、想像力を発揮して、

かなり盛り上がったね。
　　　正直、授業以外で英語を使う機会はそんなに
ないと思っていましたが、修学旅行先で外国人に場所
を尋ねられたことがありました。思いの外聞き取れて、
英語で答えることができ、授業で学んだことは役に立
つんだと思いました。それと、相手の話す英語が先生
の発音と同じで、「先生、すごい！」と感動しました。
　　　それはうれしいな。先生が本格的に発音を学
び始めたのは大学時代で、１年間の留学もしたけれど、
今もＣＤを聞きながらの発音練習は欠かせないよ。
　　　修学旅行から帰ってきた後、授業でとっさに単
語が出てこないことがありました。ずっと授業がなかっ
たからだと思うと、毎日続けることが大切なのだと実
感しています。もう少し上手に英語を話せるようにな
りたいので、長く話す機会が授業にあるとうれしいです。
　　　みんな、かなり力がついてきたし、今度取り入
れよう！　将来、仕事で英語を使ったり、外国人と友人
になったりと、英語が必要な時に英語力がないからと
諦めてほしくないので、今後も、楽しみながら学べる
授業にしていくために工夫していくよ。
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徒は誰もが大きな力を秘めています。一人ひ

とり成長の仕方やスピードが違うので、私た

ち教師はつい見逃していることがあるかもしれませ

ん。しかし、今はまだ見えなくても、すべての生徒

が美しい力を持っていることを、私はたくさんの生

徒から教わってきました。Ａ君もその１人です。

　Ａ君は、教室では独りで過ごすことが多い生徒で

した。独りでいることは悪いことではありませんが、

持っている能力を社会で生かしていくためには、人

とつながるスキルも身につけてほしい。そして、ク

ラスの生徒たちには、お互いの個性を受け入れ、生

かし合える力を養ってもらいたい……担任の私はそ

う思いました。

　まずはＡ君のことを理解しようと、時間を見つけ

ては彼と話をしました。自分が居心地がよいと思う

ことや困っていることを私に伝えることで、他者と

つながる経験をしてもらいたかったのです。その一

方で、人とかかわるのが得意な生徒には「いつも独

りでいる子がいたら、みんなとかかわれるように気

にかけてほしい」と話し、生徒同士の自発的な働き

かけも促しました。

　当初、Ａ君との会話はぎこちないもので、彼も私

に打ち解けた様子は見せてくれませんでした。かか

わり方が間違っているのだろうかと不安になること

もありました。それでも数か月すると、次第にＡ君

から私に話しかけてくるようになり、さらにしばら

くすると、ほかの生徒がＡ君に勉強を教えてもらう

場面なども見られるようになりました。

年が過ぎたある日、Ａ君は「話を聞いてほし

い」と私のところへやってきました。そして、

日常生活の悩みや将来への不安など、自分自身のこ

とを一気に、一生懸命に語りながら、「先生はどう思

いますか？」と私に尋ねました。私は、彼の言葉に

精いっぱい耳を傾け、自分の考えを率直に伝えまし

た。彼の人柄に触れ、知らなかった彼を発見してい

く思いがしました。そして、ひとしきり話し終わると、

Ａ君は私に言ったのです。「これが僕です。僕の

ことを分かっていただけたでしょうか」。

　思いもよらない言葉に私は驚きました。そして、

Ａ君にとって、他者に自分のことを話すということ

は、どれほど勇気がいることだったのかを初めて理

解しました。彼にとって「分かってもらう」という

ことは、ただ言葉をやり取りすることではなく、今

の自分そのものを信頼できる他者に預けることだっ

たのです。人が人に対して勇気を振り絞り、力強い

意思を持って自分の思いを率直に伝える美しさを前

に、私は感動で胸がいっぱいになりました。

会には多様な個性を持つ人たちがいます。そ

して私たちは、自分にはない個性を前にした

時、それを受け入れることに躊躇することもありま

す。しかし学校は、お互いの個性を自分の尺度で解

釈せず、誰もが秘めている美しい力を信じ、相手の

立場に自分を置いて理解し合える場であってほしい

と思います。すべての生徒が、「これが私です」とあ

りのままの自分を仲間に預け、安心して居続けられ

るクラスをつくっていきたいと思っています。

No. 006
京都府・京都市立銅

どう

駝
だ

美術工芸高校

渡邉野子先生
わたなべ・なおこ

T o u c h e d  M y  H e a r t

◎教職 歴19 年。同校に赴任して６年目。
企画推進部主任。美術工芸科。 

京都府・京都市立銅駝美術工芸高校　全日制
／美術工芸科／共学／１学年約 90 人／2017
年度入試合格実績（現浪計）：国公立大は、金
沢美術工芸大、京都市立芸術大、広島市立
大などに31人が合格。私立大は、成安造形大、
京都精華大などに延べ 67人が合格。
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